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JAB 25周年記念フォーラム

標準化と第三者適合性評価制度の活用により、

我が国の産業競争力強化とより良い社会の実現に向けて
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公益財団法人 日本適合性認定協会の概要
（設立） 1993年11月1日

日本工業標準調査会（JISC）の答申に基づき、（社）経済団体連合会（当時）傘下
の35団体の支援を受けて、日本初の認定機関として設立された。

2010年7月1日 公益財団法人へ移行

（目的）

１）我が国における適合性評価制度及び同制度に係る諸外国との相互承認体制の
確立と発展を図る。

２）我が国産業経済の健全な発展と公正な経済活動を支えるとともに、安心・安全な
社会基盤構築に寄与する。

（事業）
１）適合性評価制度に係る認定及び指定調査並びにそれに必要な事業を行う。
２）事業の範囲には、適合性評価制度に係る下記の業務を含む。

①認定した適合性評価機関の登録及び公表
②適合性評価機関が認証登録した適合組織の公表
③国際レベルにおける認定機関間の相互承認の推進、維持
④調査及び研究・開発
⑤普及及び啓発
⑥内外関係機関等との交流及び協力
⑦その他、この法人の目的を達成するために必要な業務
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JABの認定プログラムと対応する国際規格
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購買者／一 般 社 会 （ 顧 客 ）

・取引先として安心？
・購買してよい？
・検査を委託してよい？
・環境配慮している？
・検査結果の精度はよい？

基準に則って
評価する

評価結果は
信頼できる？

IAF: International Accreditation Forum, Inc

ILAC：International Laboratory Accreditation Cooperation

第三者適合性評価制度の仕組み

・評価機関は信頼できる？
・認証や、評価結果は
国際的に通用するの？

国際的な
認定機関の集まり

(IAF,ILAC)

基準：国際標準、国際的な産業界の団体が承認する基準、国内基準 等

認定機関
（JAB等)

評価機関
・認証機関
・試験所
・臨床検査室
・検査機関
・検証機関 等

評価対象
（組織・データ等）

・管理システム

・製品/サービス
・プロセス
・環境
・食品
・検体・生体
・温暖化効果ガス
排出量 等



任意分野の試験・認証
を実施する機関
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国際相互承認の仕組み

日本 Ｂ国

認定機関 (JAB) 認定機関相互の認定プログラム
の同等性を確認 認

定
認
定

試験所

認証（組織、製品等）

認証機関

同等、又は
等しく信頼できる

IAF/ILAC相互承認メンバー

Ｂ国顧客

認証/試験データ
の受け容れ

IAF: Certified 
Once, 
Accepted 
Everywhere

ILAC: One 
Stop Testing

日本の顧客

試験データ

任意分野の試験・認証
を実施する機関

試験所

認証（組織、製品等）

認証機関

試験データ
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国際相互承認の価値

• 目的： 適合性評価を一回実施すると、国境を
越えても世界中通用する。

• 仕組み：相互評価により同等性を確認し、加盟
後は同等性を受け入れる。

• レベル：適合性評価機関間、認定機関間、
政府間と多様。

• 分野： 任意分野、強制分野（活用）

MLA：（Multilateral Recognition Arrangement）
MRA: （ Mutual Recognition Arrangement ）
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適合性評価の国際機関、地域機関

SADCA

ＩＬＡＣ ＭＲＡ加盟 95経済地域 91機関

ＩＡＦ ＭＬＡ加盟 58経済地域 63機関
IAF： 国際認定フォーラム

PAC： 太平洋認定協力機構

ILAC： 国際試験所認定協力機構

APLAC： アジア太平洋試験所認定協力機構

EA： 欧州認定協力機構

IAAC： 米州認定協力機構

SADCA： 南アフリカ認定開発協力機構

AFRAC: アフリカ認定協力機構

ARAC: アラブ認定協力機構

IAF MLA  ILAC MRAの活用により

国際競争力の強化に寄与


